
かしい。ずーと心に残っていてあなたに謝らないと、

この後悔は治まらないの。ごめんなさいね。許して

ね。」私は半分あっけにとられて、半分はＡ先輩の純

粋な言葉に胸を打たれ「そんなこと気にしていませ

ん」と言ったものの、あとは言葉になりませんでし

た。 

 それは私が緑園に赴任して2ヶ月ほどたった12月

の大掃除の日でした。新米保母の私の大掃除の受け

持ち場所は食堂になりました。食堂には50～60人の

子供たちが食事をするテーブルと、真ん中に大きな

石炭ストーブがありました。ストーブの煙突掃除な

どどうやってするのか不安に感じながら食堂に行く

と、子供たちがすでに始めており、テーブルは外に運

び出し、ストーブの煙突掃除にとりかかっておりま

した。煙突はバラバラにはずされ床のあちこちにス

スの山ができていました。 

 私はこのススをどうやって取り除くか思案に暮れ

ていると、リーダー格の男子が「水を流して土間のあ

の溝に流し込んだらいいよ」とアドバイスをしてく

れました。私の返事を待つまでもなく、元気な4～5人

の子供たちがバケツに水を汲んできて四方からスス

をめがけて勢いよくまきました。その結果、食堂の床

は水浸しになり、ススは流れるどころか水に浮いて、

床はまっくろくろすけだらけになってしまいまし

た。その時、Ａ先輩が新米の私がどうしているのか様

子を見に来たのでしょう。詳しくは覚えていません

が、すごく驚かれた表情と、何かお叱りを受けたこと

は思い出します。叱られるということは気持ちよい

ことではありませんが、的確な判断力も指導力もな

く、子供たちと一緒になってやってしまったのだか

ら叱られても当然と受け止めていました。私はＡ先

輩が叱ったことより、水に浮いて食堂中に散った

まっくろくろすけたちを、土間の10センチくらいの

溝穴に追い込むのに必死で、食堂の床がやっときれ

いになった時の安堵感の方が大きかったような気が

します。 

 その時の情景を、私はアニメ映画の「トトロ」の

まっくろくろすけと重ね合わせて、楽しく滑稽な失

敗談として想い出にあるのに、Ａ先輩はその時のご

自分の態度を驚きのあまり冷静さを失って叱ったこ

とを後悔されていたなんて・・・・・。 

 あれから30余年も経つのにそのことを詫びられる

Ａ先輩の純粋さと、人に対する責任感と深い愛情を、

この2年間折にふれて思い出し、大きな宝物となって

私の胸にふくらんでいます。 

 私が福岡県立大同窓会に深く関わりを持つように

なって10数年、先輩後輩の同窓会の皆さんから、たく

さんのご指導、ご協力をいただきました。会長という
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 同窓会の皆様、お健やかに日々お励みのことと思い

ます。 

 新世紀を迎えるにあたり、行政はいろいろなビジョ

ンを揚げ、みなさんも期待を持って迎えられたことと

思いますが、いまだ政治も経済も嵐の中をさまよって

います。 

 その中で、国の隔離政策の苦痛、苦難の人生からやっ

と解放され、「やっと人間らしく生きられる」と語って

いたハンセン病元患者の方たちの明るいニュースもあ

りますが、あとを絶たない児童虐待のニュースには、こ

とのほか胸が痛む今日この頃でございます。 

 さて、今世紀初めての福岡県立大学同窓会が目前に

なりました。すでに皆様には8月の行事予定の中に出席

と準備していただいていることと思います。20世紀最

後の同窓会（1999年8月）は、総会が春日市、懇親会が

福岡市と二つに分かれ、ＪＲを利用しての不便な移動

となりましたが、皆様の御協力でスムーズに進行し、懇

親会もなごやかで楽しいものとなりました。参加者は

例年より少なく、同窓会長としては力不足に責任を感

じるところですが、私にとりましては忘れられない同

窓会となりました。 

 2年ぶりの同窓会が近づくにつれ、懇親会でＡ先輩が

言われた言葉が優しく暖かく私の心ににじみ出てきま

す。しかも笑いたくなるような私の失敗談につながり、

Ａ先輩からそんなこと書いてとお叱りを受けるかもし

れませんが、私はやはりお話しさせていただきます。 

 懇親会で、三々五々会話が弾んでいるとき、Ａ先輩が

私に声をかけてきました。 

 「私はどうしてもあなたに謝りたいことがあるの」と

言うのです。私が何のことかとキョトンとしていると、

「若久緑園でのこと、あなたも覚えているでしょう？

12月の大掃除の日のこと。人にはどうしてあんなこと

をしたのだろうと、後悔して止まないことが三つや四

つはあるでしょう。そのひとつがあなたを叱ったあの

日のことなの。あの時の私の態度は思い出しても恥ず
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役目をお受けして、力不足ながら数々の経験を踏ませ

ていただきました。その１つ１つが新たな青春のよう

な想い出となって私の胸に息吹いています。 

 私は同窓会を通して本当にたくさんの宝物をいただ

くことが出来ました。会員の皆様はいかがなもので

しょうか。私は同窓会が会員の皆様にとりましても有

意義な存在であって欲しいと願っております。 

 会報は年に1回発行しております。 

 今年は会員名簿も皆様のお手元にお届けすることが

出来ます。 

 2年に1回、同窓会があります。8月の同窓会総会には

是非足をお運びいただき、大学の先生方、同期生、先輩、

後輩と積極的に交わることで、きっと明日への飛躍と

なる宝物を見つけていただける（いただきたい）と確信

しています。 

 懇親会の終わり頃、ひとりの女性が声をかけてきま

した。ボランティアで中国に行って、万里の長城のまわ

りに植樹をしてきました、と笑顔が輝いていました。そ

して、「同窓会のために長いこと会長のお役目をご苦労

様です。ありがとうございます。」 

 ああ、なんと嬉しい言葉でしょう。 

 私も皆様にお礼申し上げます。 

 「同窓会の皆様、ご協力ありがとうございます。福岡

県立大学同窓会は会員数4,314名となり大きく成長し

ております。 

 今後とも、総会への積極的な参加などご協力よろし

くお願い申し上げます。」 

 

※矢津田会長には、1990年より同窓会会長をお務めい

ただきましたが、この度ご勇退の運びとなりました。長

きの間、同窓会にご尽力いただきましたことを会員一

同深く感謝し、ここにお知らせいたします。 

二人の間にお茶とお菓子があれば、親密な時を過ごすこ

とができるでしょう。お茶とお菓子は関係をつくる媒介

といいます。親と子どもの間に、もし一つのボールがあ

り、折り紙や玩具や絵本があれば、それを媒介に、親子

の活動が始まり、経験を共有し、共に成長し、信頼関係

も生まれます。 

 音を出す玩具、色のある玩具、回転や直線運動を繰り

返す玩具、子どもの動作に反応する玩具、体感や平衡感

覚を刺激する玩具を媒介にして親子が時間を共に過ご

すことで、豊かになり、さまざまの感覚を経験し、

それが知覚や感性を豊かにする体験になるでしょ

う。バランスをとりながら、右手と左手がうまく協

同する動作から、運動能力は発達し、違いを区別す

る、同じ種類のものをそろえる、順序正しく並べる。

こうして、知覚を刺激することから、知性が豊かに

なり、数の概念、時間、空間の概念、系統分類する

知識が伸びてくるでしょう。物語を読み、お話を聞

いても状況を想像することができ、抽象的思考も発

展します。 

 大学の生涯福祉研究センターに「おもちゃ・と

しょかん・たがわ」が開館しました。教職員、同窓

生、学生ボランティアが活躍しています。 

 最近の社会福祉従事者に「一番大切な役割はな

に？」という質問に、利用者（当事者）と保健福祉

サービスとの「仲立ち」－「媒介」という答えが多

いということです。「措置」から「契約」へという

福祉改革の流れの中で、サービス提供者とサービス

による利用者との「媒介」という役割が期待される

ようになりました。 

 さて、自分を省みて、家庭、職場、近隣の人間関

係、国際関係のために、よき媒介として機能を果た

しているか考えさせられています。 

 短大時代の美術担当の旧師嵯峨山善信先生の遺

作展が、先生を懐かしむ社会保育短大とその前任校

の卒業生たちの努力によって、5月2日から6日まで

北九州市立美術館で行われました。先生は1967年か

ら1977年まで社会保育短大の教授を務め、短大校章

のデザインを創作されています。1995年5月、85歳で

亡くなりました。ご自分の作品をあまり公開されな

かったようで実行委員の方々は作品を集めるのに

ご苦労をされたようです。県立大学にあった油彩

「嵯峨の竹薮」も一部痛んでいた部分が補修されて

出品され、先頃、大学に返遷されました。先生の作

品は宗教的なモチーフを抑制された色調で描かれ

たものが多く、精神性を感じさせるもので、会場で

も作品の前にしばし立ち止る人を見かけました。

「嵯峨の竹薮」は同じテーマの2点の内の一つで、

「平家物語」に白拍子祇王の話があります。権勢を

誇る平清盛の寵愛を受けた祇王が、他の女性に移り

気した清盛に疎まれることになり、世の無常を感じ

て尼僧になって庵を結んで暮らしたという、当時の

寂しい嵯峨野の風情も偲ばれます。この絵はいま学

長室にかけてあります。同時期に、小倉北区内で、

お元気な本学名誉教授武内先生の個展も開かれま

した。 

 県立大学の第2期卒業、県大大学院在学中のⅠ君

が昨年10月に急逝されました、葬儀に駆け付けた同

窓生、先生方が、おだやかな顔で柩に納められてい

るⅠ君と最後のお別れをしました。 

 人の生命は、前なるものが後になり、後なるもの

が先になる、予想できないものですが、死が確実で

ある私たちは、よりよく死ぬために現在の生命を大

切にして、よりよく生きていかねばならないと感じ

たことでした。 

福岡県立大学長 保田井 進 
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 同窓会名簿発行は２００１年３月の予定であり

ましたが、事務作業の滞りで大幅に遅れておりま

す。 名簿代金をお振り込みいただき、発送を心待

ちにしていただいている会員の方々には、大変ご

迷惑をおかけしております。 

 同窓会では、Ｈ１１年度幹事会にて、選出された

名簿作成委員６名を中心に名簿についての企画案

を作成し、送付・確認等の事務作業を事務局で行っ

てきました。 

 平成１１年１２月には、第１回調査カードを会

員の皆様宛に送付いたしました。翌年１０月に第

２回調査カードの送付を行いました。教職員の

方々の名簿も整理して参りました。会員の皆様に

はお忙しい中、返信頂きありがとうございました。

また、同窓会事務局で確認できていない方々の住

所もお知らせ頂きました。ご協力ありがとうござ

います。 

 第２回調査カードを最終確認として、名簿を作

成する予定でありましたが、返信をいただいた結

果、名簿に住所等の個人情報を記載することを承

認していただく返信はがきを返信されなかった方

が２０００名にのぼりました。事務局で、おひとり

おひとりに連絡を取って確認していくことが、困

難な状況となりました。そこで、ご返信いただけな

かった方又は記載の承認欄が空欄だった方に対し

まして、第３回の調査カードを送付することにな

りました。第３回調査カード送付につきましては、

返信いただかなかった方には、承認しない意志を

明確にされたなかったものと考え、名簿記載をさ

せていただくこととしました。 

 第３回調査カードの返信を元に只今名簿を作成

しています。早急に発行・発送に努力いたしますの

で、今しばらくお待ち下さい。 

 なお、同窓会名簿には同窓生の方々・教職員の

方々から多くの原稿をお寄せいただいておりま

す。投稿の部として、掲載の予定です。 

 今から、名簿購入を希望される方は同封の年会

費振込用紙を使って、名簿代金２５００円をお振

り込み下さい。 

 このコーナーでは同窓会事務局に１年間の間に

お知らせいただきました会員の訃報と追悼文を掲

載いたします。  

 

 岩佐 博之（県立大２回生・県立大大学院３回生） 

 岩佐 博之様は、１９９３年県立大学入学、学生

時代は闊達な性格で、友達から頼りにされ、慕われ

ていたと聞いています。卒業後は在宅介護支援セン

ターに勤務し、同窓会会報第８号にも、職場の紹介

を投稿いただきました。勤務の傍ら、１９９９年に

は、県立大学大学院で人間社会学研究科福祉社会専

攻に在籍され、社会福祉の学究を深めていらっしゃ

いましたが、大学院在籍中の平成１２年１０月に永

眠されました。ここにご冥福をお祈りいたします。 

 

 熊本 康正（社会保育短期大学１回生） 

 熊本康正様は、社保短１回生として、在学中は田

川の地に現在の学生生活の基礎を築くため、学生の

核となりご活躍いただきました。創生期の学生の結

束は強く、学生時代から現在に至るまで変わること

なく結ばれ、折りにつけ集まっておられたそうで

す。また、平田順治先生（現九州産業大学教授）、

清田勝彦先生（現県立大学教授）をはじめ多くの先

生方ととは、卒業後も親交を長く温められたと聞い

ております。 

 社保短卒業後は、厚生事務官として、九州各地の

国立病院を歴任されました。激務の中、社保短から

県大へ４年生移行の際には、移行祭実行委員とし

て、ご尽力いただきました。平成１２年１２月残念

なことに永眠されました。ここにご冥福をお祈りい

たします。 

 

 梶原 三枝子（社会保育短期大学２回生） 

 梶原三枝子様は久留米市図書館に勤務なさって

いましたが、闘病の末、平成１２年１１月永眠され

ました。ここにご冥福をお祈りいたします。 

 

昨年度寄付金について 

 昨年度年会費徴収・名簿代金振込のおりに

同窓生６名の方から、２７，５００円をご寄付

いただきました。 

 頂いた寄付金は同窓会活動のため有意義に

活用させていただきます。 

 
＜お願い＞ 

  同窓会会報は会員の一年間の動向をお知ら

せする役割も担っています。会員の訃報を事務

局までにお知らせ下さい。 

  

 また会報に追悼文をお寄せ下さい。 
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同窓会総会で次のことについて審議いたします。 

 同窓会９９・２０００年度事業報告(案) 

１ 会報の発行 

  第７号(1999年)・第８号(2000年)を定期発行。 

  卒業・入学時に臨時号を発行。 

２ 会員名簿作成・発行 

  会員の連絡先・氏名等変更の際、随時会員の通  

知により名簿整理を実施する。 

  住所不明者のリストを作成、会報発送時に同封  

し、会員の住所判明に努力する。 

  卒業生については、新住所報告を依頼し、通知  

により名簿を作成する。 

  ２００１年同窓会名簿発行にむけ、名簿作成   

委員会を組織し、名簿の企画･作成にあたる。 

３ 同窓会総会の開催（福岡地域） 

４ 大学の発展に関する協力  

  大学主催の事業等に協力する。 

５ 学生の就職活動への援助 

  卒業生へ就職情報提供を呼びかける。 

６ 同窓会運営の充実 

 ①運営に関する諸規程の整備 

  常任幹事会にて、諸規程の審議・整備を行う。 

 ②会費納入の要請・徴収 

  会報発送の際、年会費の振込用紙を同封すると  

ともに、会費納入の要請をする。 

７ 同窓会活動の調査・研究 

 

＜活動状況＞ 

１９９９年 

 

4/7  大学入学式入学生に祝電・花スタンド贈

る 

      入学生に向けて同窓会会報臨時号発行 

    入学式にて同窓会入会金徴収 

4/17  クローバープラザ・ステーションプラザ総会   

下見・打ち合わせ 

5/16  第７回会報編集委員会開催 

6/13 同窓会三役会・第３回常任幹事会・幹事会開   

催 

7/1  同窓会会報第７号発行 

   同窓会総会案内・総会出欠返信はがき・会費   

納入願い・振込用紙・各期連絡文書を同封送   

付 

   99/2000年度会費徴収開始 

8/8    同窓会総会開催 

     （春日市：クローバープラザ） 

     同窓会総会懇親会 

     （福岡市：ステーションプラザ） 

     97/98年度事業報告・決算報告・監査報告 

     1999/2000年度事業計画案・予算案審議  

11/14 第１回同窓会名簿作成委員会開催   

12/28 会員へ向けて第１回名簿調査カードを送付 

    

12/28 40代～60代女性会員無作為抽出400名へ向

けて   アンケートを送付 

   （本学上田毅講師の調査研究への協力）  

3/18 大学卒業証書・学位授与式に祝電・花スタン   

ドを贈る 

   卒業生へ向けて同窓会会報発行 

 

２０００年 

4/7  大学入学式入学生に祝電・花スタンド贈る 

      入学生に向けて同窓会会報発行 

    入学式にて同窓会入会金徴収 

    同窓会会報編集作業 

7/2  同窓会三役会開催 

   幹事会・第４回常任幹事会合同開催 

7/15  同窓会会報第8号発行 

   会費未納者へ向けて今年度会費納入願い送

付 

 

10/22 第２回同窓会名簿作成委員会開催 

11/26 会員へ向けて第２回名簿調査カードを送付 

 

２００１年 

3/16 大学卒業証書・学位授与式に祝電・花スタンド   

を贈る 

   卒業生へ向けて同窓会会報発行 

 

 

 

同窓会年会費納入状況 

99/2000年 

度納入率 

養成所 短大 県大 大学院 全体 

43% 25% 15％ 31% 26% 

2001年3月末 
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同窓会２００１・２００２年度事業計画（案） 

１ 会報の発行 

  第９号(2001年)・第１０号(2002年)を定期発行。 

  卒業・入学時に臨時号を発行。 

２ 会員名簿の発行・送付・整理 

  会員名簿の発行・送付を行う。 

  会員の連絡先・氏名等変更の際、随時会員の通  

知により名簿整理を実施する。 

３ 同窓会総会の開催（北九州地域） 

４ 大学の発展に関する協力  

  大学主催の事業等に協力する。 

５ 学生の就職活動への援助 

  卒業生へ就職情報提供を呼びかける。 

６ 同窓会運営の充実 

 ①運営に関する諸規程の整備 

  常任幹事会にて、諸規程の審議・整備を行う。 

 ②会費納入の要請・徴収 

  会報発送の際、年会費の振込用紙を同封すると  

ともに、会費納入の要請をする。 

７ 同窓会活動の調査・研究 

 

＜活動予定＞ 

２００１年 

4/7    大学入学式入学生に祝電・花スタンド贈呈 

         入学生に向けて同窓会会報臨時号発行 

     入学式にて同窓会入会金徴収 

5/中旬  第７回会報編集委員会開催 

6/中旬  三役会議開催・幹事会開催 

     第８回会報編集委員会開催 

7/上旬  同窓会会報第９号発行・郵送 

7/上旬  2001年度・2002年度会費徴収開始 

7/中旬   同窓会名簿発行・発送   

8/19    同窓会総会・懇親会開催 

     （北九州市：北九州ロイヤルホテル） 

     99/2000度事業報告・決算報告・監査報告 

     2001/2002年度事業計画案・予算案審議  

11/下旬  第９回会報編集委員会開催 

12/上旬  他大学同窓会へのアンケート送付 

 

２００２年 

2/中旬  第５回常任幹事会開催 

3/中旬  福岡県立大学卒業式に際し、祝電・花スタ     

ンド贈呈 

     卒業生に向けて同窓会会報臨時号発行 

4/上旬  福岡県立大学入学式に際し、祝電・花スタ     

ンド贈呈 

     入学生に向けて同窓会会報臨時号発行 

     入学式に同窓会入会金徴収 

5/中旬  第１０回会報編集委員会開催 

6/中旬  三役会議開催 

     第６回常任幹事会開催 

     会報第１０号発行承認 

6/下旬  同窓会会報第１０号発行・郵送 

11/下旬 第１１回会報編集委員会開催 

 

２００３年  

2/中旬  三役会議開催 

     第７回常任幹事会開催 

3/中旬  福岡県立大学卒業証書・学位記授与式 

     祝電送信・花スタンド贈呈 

     卒業生に向けて同窓会会報臨時号発行 

 

※4/上旬  福岡県立大学看護学部開学 

 

福岡県立大学 

     同窓会事務局  

  0947-42-2777 
        （FAX･TEL共通） 

○同窓会事務局へのお問い合わせ 

 同窓会専用のＦＡＸ電話を設置しています。同

窓会事務局へのお問い合わせは下記の電話番号

までお願いいたします。 

 現在、事務局作業日(毎週金曜日10:00～17:00）

には電話によるお問い合わせを受けております

が、金曜日以外は留守録設定となっております。

お名前・卒業期・お電話番号を留守録メッセージ

に残していただければ、こちらからご連絡させて

いただきます。ＦＡＸの場合はいつでもご送信下

さい。 
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○生涯福祉研究センター 

「おもちゃとしょかん・たがわ開館」 

 一昨年１９９９年の秋から準備を進めてきまし

た、生涯福祉研究センター事業「おもちゃとしょか

ん・たがわ」の、開館セレモニーが５月１９日土曜

日に開催され、１１０名近い参加者がありました。 

 当日は、保田井進学長に「おもちゃを通して発達

を支援するおもちゃとしょかんの役割」という演

題で、記念講演をしていただきました。「おもちゃ

は子どもと子どもに接する人とのコミュニケー

ションの媒介である」「発達状況にあった機能訓練

のツールとなる」等のお話を聞き、その後セレモ

ニー参加者と折り紙を使ってのおもちゃ作りを楽

しみました。 

 また、当日は「ヤンチャリカ」という歌のグルー

プのアトラクションもあり、子どもも大人も楽し

いひとときを過ごしてもらいました、そしてこれ

からの「おもちゃとしょかん・たがわ」をますます

発展させていこうと強く感じたひとときでした。 

 現在のおもちゃ数はおよそ１７０点以上にな

り、また絵本は福岡県立大学附属幼稚園時代のも

のを活用しています。 

 「おもちゃとしょかん・たがわ」は、大学内のお

もちゃとしょかんという特徴を生かし、本学学生

を中心としたボランティアスタッフの活躍が今後

期待されています。 

【センターからのお礼】 

 同窓会会報８号で、呼びかけましたところ、同窓

会会員の方々より

フェルト・刺繍糸など

お送りいただきまし

た。ありがとうござい

ました。有意義に使わ

せていただきます。 

 引き続き、フェル

ト・刺繍糸などご家庭

で眠っているものが

ございましたら、よろ

しくお願いいたしま

す。 

 

 「筑豊市民大学開講する」  

 筑豊市民大学は、県立大学市民公開講座実行

委員の方々により開講されることになりまし

た。委員の方々は長年、公開講座の支援をしてお

り、その中から、今回の企画は生まれました。 

  組織からではなく、個人からはじめる形をと

り、また講演形式だけの市民大学と違い、ゼミ方

式を試みようとしています。なお、窓口は生涯福

祉研究センターとなっています。 

 講座方式は毎月第４土曜日の午後２時より、

ゼミ方式は毎月第３火曜日の夜７時から福岡県

立大学で行うようになっています。 

 ゼミ方式は３つの柱があり、「あ・そ・び～創

造・友情そして学校～」（教育）、「ボランティ

ア・共生の社会～介護の今、あした～」（福祉）、

「地球・今でも青いのか～私の生活見直し論～」

（環境）となっています。もちろんテーマは来年

以降かわることもあります。こうした市民によ

る学びの森が筑豊に広がり、深まることによっ

て、21世紀が希望あるものになるのではないで

しょうか。 

  なお、途中入学も受け付けています。下記にお

問い合わせください。 

 問い合わせ先 

 TEL 090-8665-3689（久富） 

    090-3463-9704 (秋吉） 

    0947-44-4181(乙成） 

 FAX 0947-44-4181 

       筑豊市民大学運営委員会 宛 

○地域開放講座・公開講座について 

 福岡県立大学では、広く地域に開かれた大学とし

て、地域住民の生涯学習に資することを目的に、「生

涯学習」、「地域振興」等をテーマの中心に据え、

送り先 

〒825-8585 

 田川市伊田4395 

 生涯福祉研究センター 

  おもちゃとしょかん・ 

 たがわ 中藤広美宛 

Ⅰ講座方式 

  ６月から毎月第４土曜日 14:00～ 

 

 聴く・アラカルト-学びの泉を求めて- 

  「夢をいだき」「心に学び」･･･ 

           「発揮する私」 

  場所 福岡県立大学・その他 

  開校日 ５月２６日（土）14:00～ 

Ⅱゼミ方式 

  ６月から毎月第３火曜日 19:00～ 

 

 ア、教育   あ・そ・び 

            ～創造・友情そして学校～ 

 イ、福祉 ボランティア・共生の社会             

～介護の今・あした～ 

 ウ、環境  地球・今でも青いのか 

             ～私の生活見直し論～ 
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種々の公開講座を企画、実施しています。大学にお

ける”情報発信の場”の一つとしての公開講座は、

地域住民に学習の機会を提供するだけでなく、大学

をよく知ってもらい、また交流の輪が広がるよい機

会でもあります。是非、ご参加ください。 

   平成１３年度 福岡県立大学公開講座Ⅰ 

  

日時：平成13年６月９日（土）～８月25日（土） 

   14：00～ 

場所：中間市中央公民館 

テーマ【これからの家族、これからの福祉 

        ～揺れ動く社会福祉の展望～】 

 

講義主題及び講師  

６月 ９日（土）  「アメリカにおける一人親政策」  

福岡県立大学 講  師 稲葉美由紀  

６月２３日（土）  「児童虐待とそのケアー」   

福岡県立大学 教  授 細井   勇  

７月１４日（土）  「ジェンダーとその家族」   

福岡県立大学 助教授 中藤 洋子  

７月２８日（土）  「メンタルヘルスと家族」   

福岡県立大学 教  授 奥村 幸夫  

８月１１日（土）  「高齢者と家族」  

 福岡県立大学 教  授 宮崎 昭夫  

８月２５日（土）  「現代家族のライフサイクル」  

福岡県立大学 講  師 西原 尚之   

 

※講義時間：１４時～１６時。但し、開・閉講式の

日は２０分延長。  
※詳細についてのお問い合わせは県立大学：教務課

まで（TEL０９４７－４２－２１１８）  

※公開講座等の情報は県立大学ホームページでも

ご紹介しています。http://www.fukuoka-pu.ac.jp/ 

平成１２年度からの先

生方の簡単な動向につ

いてお知らせいたしま

す。 

  

＜退職・転学された先生＞※かっこ内は在職期間で

す。 

 杉田 峰康 教授（H4.4.1～H12.3.31県大） 

 

＜新しく着任された先生＞※かっこ内は着任日で

す。 

 岩橋 宗哉 助教授(H13.4.1) 

 村島 さい子教授(H13.4.1)看護学部設置準備室 

 岡本 雅享 講師(H12.10.1） 

 興津 真理子 助手(H12.9.1) 

 

 訃報となりますが、昭和30年7月4日から昭和34年

8月30日まで福岡県立保母養成所所長を勤められ

た、原田文枝様が2000年12月17日死去されました。

ご冥福をお祈りいたします。 

○嵯峨山善信先生遺作展開催報告  

 

   短大１期生  早川 とも子（旧姓 古殿） 

 

 昭和４２年より十年間、短大で教鞭を取ってお

られた嵯峨山先生が亡くなられて、七年が経ちま

した。「先生の絵を見たい」という教え子の多くの

声に、七回忌に遺作展を開催することになりまし

た。 

 先生が教鞭を取られた八幡市立高女、八幡高校、

福岡県社会保育短期大学の教え子達、退官された

後、指導にあたってこられた仏教美術の会の面々

の先生に対する想いが「開催」にむけて、心を一つ

にし、準備に１年を費やしてきました。全国から四

百名を超える方々から先生の思い出、励ましの言

葉、ご寄付をいただき、先生の偉大さをまた、改め

て感じたところでした。 

 ５月２日より６日までのゴールデンウイークの

真っ只中、北九州市立美術館で開催し、新聞、テレ

ビに連日取り上げていただき、三千名もの観客の

方々に観ていただくことができました。 

 絵の前で動けなくなった卒業生、涙を流して見

ておられる方、日展で大賞をとられた「得度の朝」

には清々しさを久しぶりに感じました、と感想を

述べられる方、大学に寄贈されていた「嵯峨の竹

薮」の前では年齢を召された婦人が「心癒されま

す」と。 遺影を胸に抱かれて、会場をまわられる

中年の男性の姿、毎日足を運ばれた方。久しぶりに

本格的な絵に会いましたといわれる方。会場に流

れている先生の声や、先生の爪弾くギターの音色

に昔を懐かしみ、学生時代にかえられた方、絵だけ

でなく、音楽に、文学に、多岐に優れていた先生の

偉大さを改めて感じたものです。 

 いろんな感動がありました。 

 「時が経っても、師と生徒の信頼関係が持続する

こと。これが教育の原点である。」と、亡くなられ

た現在も教えられた思いがしています。 

 教え子だけで作り上げた「嵯峨山先生遺作展」で

多くのことを学ばせていただきました。ご賛同い

ただき、ご協力いただきました、同窓生の皆様、同

窓会に深く感謝いたします。 
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平成12年度卒業生の就職状況は、４月９日現在、就職 希

望者１２５名のうち、就職者１００名、（就職率80％） 

で、前年同期に比べると4.6ポイント減少している。     

就職先としては民間企業・病院・社会福祉施設・公務員・その他となっている。 （県立大学学生課調べ） 

平成１２年度卒業生就職状況一覧表 

 卒業生 民間企業 病院 社会福祉施設 公務員 大学院 その他  専門学校等 

社会学科 ５３ ３７ ０ ０ １ ０ １ ３ 

社会福祉学科 ５５ ３ １２ １７ １ １ ２ ３ 

人間形成学科 ５８  ８ ０ ６ １２  ３ ０ ４ 

計 １６６  ４８ １２ ２３ １４ ４ ３ １０ 

在学生・卒業生への求人情報提供につきましては、同窓会活動として取り組んでいます。職場

や関係機関での求人情報がありましたら、県大学生課まで、是非ご連絡ください。 

              TEL ０９４７－４２－２１１８（福岡県立大学 学生課） 

○ボランティアサークルつくしんぼ 

 私たちボランティアサークルつくしんぼは、現

在、１年生１１名、２年生１２名、４年生４名で活

動しています。「つくしんぼ」は、元々障害を持っ

た子供の親たちが約２０年前に創ったサークル

で、私たちは月１回の割合で子供たちとレクレー

ションなどをして楽しんでいます。また、この月１

回行う例会を成功させるために週１回集まって、

みんなで計画

を立てます。 

 さらに、定

期的に行われ

る地域の福祉

行事にもボラ

ンティアとし

て参加してい

ます。５月に

は電車を借り

切って、遠方への日帰り旅行を楽しむフレンド

シップツアー。６月には、各地域の老人会や作業所

などが参加するあすなろ運動会。７月の末には、２

泊３日を共に過ごすつくしんぼキャンプがありま

す。この他多くのイベントへの参加を通して、障害

を持った人だけでなく、地域の方々とも交流が深

められ、とても充実した活動ができていると思い

ます。今後も全員で協力して、たくさんの人に喜ん

でもらえるサークルにしていきたいです。 

 

○ジャズ研 

 私たちジャズ研は2000年の4月から本格的に活

動し始め、現在部員は1年生3名、2年生4名、3年生

4名の計11名が活動しています。 

 活動は、毎月一回のペースでライブをしている

ので、皆授業の空き時間に個人練習をし、毎週水曜

日に通称ジャズ室に皆で集まって、合わせたりし

ています。ライブ活動は、4月に新入生歓迎会、夏

にミニライブ、11月に学祭、12月にクリスマスラ

イブの学内活動のほかに、近くにあるジャズバー

（ブルーノート、ダイアモンドムーン）で定期的に

演奏させて頂き、その他に赤村成人式や、月の輪園

という老人ホームでライブをしてきました。 

 ジャズ研は大学に入ってからジャズを知り、楽

器を始めた人が多いです。ジャズという音楽は、探

求すればするほど奥が深く、高度な技術が求めら

れるので、ジャズを研求していくというよりは、皆

で楽しく音楽を演奏していきましょうといった感

じです。それぞれのレベルや,やりたいことを合わ

せつつ、先輩・後輩の枠をはずして、切礎琢磨しあ

い、何ヶ月も同じ曲を弾きこむことで、技術を向上

させていってます。これからも、音楽を通して、地

域社会と交流しあえる広がりのある部活にしてい

きたいと思っています。 
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＜仲良し五人組＞ 

               養成所１期生 森田 アサエ 

 

 神奈川県では、昭和四十年に保母賞が制定され、毎

年十二月、保母賞の贈呈式があり現在、受賞者は二百

五十人余りになりました。自主的な組織として、ゆり

の会が出来、研究会や、見学会などして相互の親睦を

計っています。定年退職後は役員を受け、月一回の集

りに出席して年間の行事や、会報の作成などして、会

の運営に参加しています。 

 保育一筋、四十数年、公私共々多くの方々に支えら

れ今日まで、退職後はボランテｨア活動をしたいと考

えていました時に、一昨年区役所の呼びかけで、心に

病を持っている人からの電話を受けることにつき勉

強会がありました。かたらい電

話と云うことで月一回、ボラン

テｨアを始めましたが、聞くこと

の難しさを痛感しています。ボ

ランテｨアと勉強会を通して、作

業所の見学、ひきこもりの実態、

親御さんの思いなど色々、幅広

い福祉の問題一つ一つ学びなが

ら少しでもお役にたつことがあ

ればと思う日々です。思い出と

して写真を送ります。      

 昭和二十九年度 第一期生。卒業式後、仲良し五人

組かな？中尾さんとはよくお会いしてます。 

 源五郎丸さんとは昨年横浜にいらした時久しぶり

にお会い出来ました。原田さん浦田さんとは久しく

会ってません。 

 

 昭和二十九年

卒業後、百道の

海岸で、初めて

受け持った、松

風園、希望の部

屋のこどもたち

との写真を同封

します。  

＜私の今の仕事＞ 

              社保短１９期生       花井 良江 

 

 社保短を卒業してから、早１０数年。平成１２年４

月より、柳川リハビリテーション病院、眼科（視覚リ

ハビリテーション）に勤務しています。 

 柳川リハビリテーション病院は、開業して１０年

を迎え、平成１２年１月に新しく眼科を開設しまし

た。一般の眼科診療はもちろんのこと、視覚障害者の

保有視機能を最大限に活用してQOLの向上を目指

す「ロービジョンケア」を専門に行っています。高橋

広部長（元産業医大助教授）のもと、私も視能訓練

士として、毎日充実した日々を過ごしています。 

 私は社保短を卒業後３年間、精神薄弱者更生施設

に指導員として勤務していました。しかし足の怪我

をきっかけに退職、１年近い療養生活を経て進学

し、視能訓練士という国家資格を取得しました。卒

業後は、大阪の近畿大学付属病院、帰福してからは、

福岡市内の総合病院に勤務していましたが、「本来

私のやりたかったことができるに違いない」という

思いで、柳川に移ることにしました。 

 立ち上げからですので、なかなか大変な面も多

く、あっという間の１年でしたが、やりがいはあり

ます。現在視能訓練士は、視機能の評価と光学補助

具の処方、訓練を中心に行っています。補助具を処

方することにおいては、患者さんの心理的な関与が

大きく、処方はしたもののなかなか使ってもらえな

かったり、と難しさを感じています。毎日が試行錯

誤の連続です。 

 その他に高次機能障害の方達や障害をもった子

どもさん達も受診され、検査や訓練を行っていま

す。同じ敷地内にある老

人保健施設の健診も行っ

ています。この健診につ

いては、７月と１１月の

学会で発表する予定で

す。 

 最近強く感じているこ

とは、専門的な技術や知

識はもちろん必要です

が、「心のケア」が何より

大切だということです。患者さんの訴えに耳を傾

け、共感することから始まると思います。その考え

方のベースにあるのは、社保短で学んだ２年間であ

ることはいうまでもありません。 

 さまざまな貴重な体験、ご指導下さった先生方、

会えば学生時代にワープする先輩や友人達・・・。

感謝の気持ちでいっぱいです。柳川にお越しの際

は、ぜひお立ち寄り下さい。 

 勤務先：柳川リハビリテーション病院 眼科 

   〒832-0058  福岡県柳川市上宮町113-2 

       TEL   0944-72-0001 FAX  0944-72-1127 

 http://www.kouhoukai.org/lowvision/ 

        email:lowvision@kouhoukai.org   

＜タイムスリップ＞ 

                  養成所１０期生 高田 稔

子                         

 原稿の依頼を受け自分をふり返るチャンスとな

り、走馬灯のように脳裏をかすめタイムスリップす

る一時がもてました。 

 あの道、あの校舎、あのピアノ、限りない愛情と

懐かしさがよみ返り、所長先生をはじめ各講師の先

生方に厚く感謝しつつ先輩、後輩、友人との青春の
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一日一日が一遍に泡のよ

うに溢れてまいります。専

門的知識を学び、四苦八苦

したピアノレッスン、保育

実習での共感、感動、夢の

ある世界は広がり、伸び伸

び過ごした二年間、文化

祭、グループワーク実習な

ど鮮明に浮かんでまいり

ます。しかし長年の間には

人知れず無力を嘆いたりした挫折も幾多あり、子育

てのパートナーとして笑いあり涙あり、種々雑多の

百面相をどれだけしたことか、でも同僚、保護者、主

役の子ども達に支えられたことを実感する日々で

す。今、社会状況の急激な変化に目がまわる保育界、

残り少ない月日、子ども達との出会いに初心を忘れ

ず全うしていきたいと思うこの頃です。 

＜現在の職場・田主丸一麦寮＞ 

            県大１期生 森永麻祐子 

 

 皆様初めまして。 

 私は田主丸一麦寮で指導員をしている森永と申し

ます。当施設は、ぶどうや柿などの果物で有名な田主

丸町にあり、後には緑の美しい耳納連山がそびえて

います。つまり、とても自然の豊かなところというわ

けです。 

 一麦寮は、定員90名で、職

員は平成13年度採用者を含

めると50名近くになります

（指導員、調理、事務などを

すべて含めて）。また、社保

短時代、県立大の先輩達が

沢山いるところでもありま

す。（現在5名） 

 私も皆さんの先輩として又、私の先輩達の後輩と

して、日々仕事に取り組んでいます。指導員の仕事は

とても幅が広く、奥の深いものだと最近感じていま

す。まだまだ努力が足りず、先輩達には迷惑をかけて

ばかりですが、早く先輩達に追いつけるように頑

張っていきたいと思います。 

 一麦寮で福祉実習を考えている学生の方、お待ち

しています。 

＜県立保母養成所への思い＞ 

                 養成所１５期生 江藤幸子 

  

 発展的閉校として卒業し30有余

年、最後の卒業生である私達15期

生。突然の原稿依頼に戸惑っていま

すが、養成所への思いを綴ってみま

す。 

 静寂な森林の中、白砂を踏みしめ

ながら一様の目的を持って通った

あの学舎。２年間の充実した学生生

活の中、後輩のいない寂しいときも、威勢のいい博多

弁に励まされ有終の美を飾ろうという思いに一丸

となっていました。 

 保育実習や郊外サークルにおいて、多くの先輩た

ちと出会いましたが、皆、にこやかに第１線で活躍

されていて、保育技術のみならず、人生指針も示し

てくださいました。 

 昨年、15期生の近況報告のお便りをいただき、懐

かしさ以上に感動いたしました。最後の卒業生も福

祉関係は勿論のこと、開拓した新分野で、さらに地

域や家庭で養成所魂を発揮しているのです。企業内

託児所勤務の私は、大いに発破をかけられた思いで

す。人生の後半を歩いている今、養成所での経験や

仲間の存在が、苦しいときの踏ん張りになり、生き

ていく知恵になっているようで、私の心の財産の一

つです。素晴らしい後輩達とのご縁を感謝するとと

もに、益々ご活躍されますよう、又、同窓会のさら

なる発展を祈念申し上げます。 

＜坂口りつ子先生御退職祝い＞ 

         社保短１５期保育科 秋元裕子 

  

 短大を卒業して、１８年目。未だに先生とは賀状の

やりとりをさせていただいています。膨大な数のハ

ガキの中にある、私のような者の１枚にも心を込め

た言葉をいつも添えてくださるので、いつも出さず

にはいられないのです。 

 そんな先生の昨年の賀状に、「私、４月から自由で

す。うれしいことです。」とあり、西南学院大学を退

職されることを知りました。 

 「お祝いしなくては！！」もうその時から心は騒ぎ

ましたが、「４月から自由」のはずが、私の予想通り

何かとお忙しい毎日で、何とか９月２日（日）に都合

をつけていただくことができました。 

 当日は、宮崎の九州保健福祉大学に赴任されてい

る糸先生も駆けつけてくださり、15期保育科5名と同

窓会事務局の平野先生も加わり、「梅の花」（百道店）

で楽しい会食をさせていただきました。 

 本当に退職の年齢になっているなどとは信じられ

ないくらい、お元気でお若い先生に、一同ただただ感

心するばかりでした。 

 社保短赴任時のエピソードや、当時の近藤学長の

茶目っ気ぶりなど聞かせていただき、また、現在も田

川の家庭裁判所の調停委員をされている関係で、田

川の話もされ地

元田川に住んで

いる私として

は、うれしくも

あり、恥ずかし

く も あ っ た

り・・・・・、あっ

という間の２時

間半でした。い

つまでもお若く、はつらつとした先生から「元気」を

いただいて、それぞれの帰路に向かいました。お忙し

い先生ですが、いつかまたこうやってお会いできる

日を、楽しみにしています！ 


